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会長挨拶

　J-DESC（日本地球掘削科学コンソーシアム）は、
地球掘削科学に関わる組織・研究者の連携強化を目
的に、大学や研究機関を結ぶ組織として、2003年
に設立されました。
　J-DESCは、大型の掘削国際共同計画である国際
深海科学掘削計画（IODP）と国際陸上科学掘削計
画（ICDP）に関する二つの部会と協力しながら活
動を進めてきました。特に二つの国際プロジェクト
には、日本のコミュニティーも、研究者として、あ
るいは運営協力者として、積極的に関与することで、
世界の地球惑星科学の発展に大きく貢献してきまし
た。また、 ICDPと IODPは、近年では陸と海を繋ぐ
沿岸部での共同掘削計画を提案・実施するなど、協
力関係を持ちながら活動する機会が増えています。
一方で、地球掘削科学と日本の社会との関係やこの
二つの国際プロジェクトへの日本の関与について、
私たちは現在大きな岐路に立たされております。
　2025年 1月から新たな国際深海科学掘削共同計
画として、日本とヨーロッパ連合が中心として推進
する国際海洋科学掘削計画（IODP3）が始まりまし
た。IODPでは、日本が地球深部探査船「ちきゅう」
を提供してきました。IODP3でも深海掘削プラット
ホームの提供は継続します。さらに、新しい計画で
は、今まで以上に科学計画と運営の両面からの積極
的な関与が日本に求められています。IODP3に直接
関与していない国々との連携強化も求められていま
す。50年以上にわたって収集・保存してきたコア
試料と観測・分析データの有効活用に関する国際共
同研究も同時に進めています。
　ICDPでは、日本人研究者が中心となった掘削提
案が複数実現して大きな成果を上げつつあります。
現在の契約は今年度末で終了することから、更新手
続き作業を開始しております。今後も、主要メンバー
国として存在感を示し続けられるように、国内・国
際の組織と連携強化を図りつつ活動していきます。 
　地球掘削科学には、学術的成果ばかりでなく、天
然資源・気候変動に伴う環境問題・地質災害への対
策などの社会に還元できる成果も期待されていま

す。そのために、地球惑星科学には国家により莫大
な資金が投入されています。特に、掘削科学では、
プレート型・首都直下型地震や海底火山噴火などに
伴う大規模災害に関わる現象のリアルタイム観測や
過去の発生頻度や被害規模の正確な復元や、地質時
代の気候変動の極限期とそれに続く回復期の環境と
生態系の対応関係に基づく気候変動モデルの高精度
化など、国土強靭化や気候変動予測などの政策へ直
接貢献できる課題にも積極的に取り組むことで、研
究者の社会に対する責任も果たしていかなければな
りません。さらに、「税金を投入して得られたデータ・
知見は、それを欲する全ての人が自由にアクセスで
きることが望ましい」とのオープンデータ・オープ
ンサイエンスの考えを反映して、成果の公開が強く
求められています。社会のさまざまな変化に対応し
て、強い責任感を持って私たちの研究活動を行うこ
とが求められます。
　J-DESCでは地球惑星科学と密接に関係する分野
で研究・教育に関わる活動をしてきました。研究面
では、地質学・地球物理学・地球化学・地球微生物
学など多分野の積極的な分野連携と融合により、高
いレベルの「統合的な地球科学的理解」が進むこと
を期待して、多くの研究者が協力し合ってきました。
地球惑星科学分野の学生・若手研究者を対象に次世
代の研究者を育てるための研究・教育支援活動や、
一般市民や子供たちに掘削科学と地球惑星科学の面
白さ・重要性を伝えるための講演会・交流イベント
などの活動も行ってきました。
　最後になりますが、J-DESCは全会員機関および
メンバーの協力の下に運営されてきました。今後も
国際掘削科学分野における我が国のプレゼンスを示
し続けたいと考えています。また、掘削科学技術の
進歩を支え、減災につながる成果を得るなど、社会
的貢献も念頭に活動していきます。皆様の声を反映
させながら、隠れたニーズを掘り起こし、J-DESC
が皆様にとって不可欠の組織であり続けられるよう
に尽力したいと思います。一層のご支援を賜りたく
存じます。

益田 晴恵 ( 大阪公立大学 )



5

J-DESC 事務局長　斎藤 実篤（海洋研究開発機構）

IODP Forum および PMO Meeting 開催報告

2024年 9月 3日から 5日にかけて、国際深
海科学掘削計画（IODP）の最終年を締めく
くる国際会合「IODP Forum」および「PMO 
Meeting」が、静岡市文化会館にて開催されま
した。両会議はハイブリッド形式で実施され、
国内外の研究者・関係者が現地およびオンラ
インで参加しました。

今回の会議は、2024年 9月に終了する IODP
のこれまでの歩みを振り返るとともに、2025
年から開始される次期プログラム「IODP³」へ
の円滑な移行に向けた重要な位置づけを持つ
ものであり、掘削科学の今後を見据えた活発
な議論が展開されました。

9 月 3 日から 4 日午前にかけて開催され
た IODP Forum では、85 名（現地 55 名、オ
ンライン 30名）の参加がありました。IODP 
Forumでは、これまでの IODP各運用委員会
（Facility Board）による掘削船運用の実績報告
が行われ、続いて 2025年以降のプログラムの
準備状況について、IODP³（ECORD・日本）、
米国、中国からそれぞれ報告がありました。ま
た、各国が重視する科学テーマについて情報
を共有し、IODP終了後の新たな国際連携体制
についても意見が交わされました。議論の中
では、今後も国際的な科学掘削の調整と連携

写真 1：静岡市文化会館にて開催された、IODP Forum 
会議の最終回の様子。

の場として、Forumに相当する枠組みを継続
していく必要性が参加者間で確認されました。
続いて、9月 4日午後から 5日にかけて開催
された PMO Meetingは、IODP参加国におけ
る Program Member Office（PMO）の代表が一
堂に会する会議で、ホスト国の J-DESC事務局
長（斎藤）が議長を務めました。57名（現地
46名、オンライン 11名）が参加し、各国にお
ける乗船研究者支援、国際パネル委員の派遣、
広報・教育活動の現状について、詳細な情報
共有が行われました。
また、IODP第二期の研究成果の取りまと
め方針についても議論され、成果報告書作成
のためのワーキンググループを新たに設置し、
2024年 9月末までにメンバー構成と作業範囲
（Scope of Work）を確定し、作業開始から 6ヶ
月以内の完成を目指すことが決定されました。
本稿執筆時点（5月）では、報告書の原稿が 8
割程が整っており、図版の作成の進められて
おり、2025年夏の出版を目指して編集作業が
進行中です。
さらに、2025年以降の ICDP（国際陸上科

学掘削計画）との連携や、国際ワークショッ
プの開催構想、PMO会議のあり方についても
率直な意見交換が行われ、ポスト IODP時代の
科学掘削の継続的な国際連携に向けた基盤づ
くりが進められました。
今回の一連の会議は、掘削科学を担う国際
ネットワークの強固な連携を再確認し、次な
るステージへの確かな一歩を踏み出す契機と
なりました。
なお、本会議に関連するイベントとして、

Forum会議の前日には、清水港に着岸中の地
球深部探査船「ちきゅう」を訪問し、船内ツアー
が実施されました（写真 2）。また、PMO会
議終了の翌日には、IODPの最終航海である第
405次研究航海「JTRACK」の出港を、関係者
一同で見送りました。
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写真 2：9 月 2 日に Forum/PMO 会議の参加者が清水港に着岸中の「ちきゅう」を見学しました。
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秋澤 紀克（東京大学大気海洋研究所／現在 広島大学 所属）
安邊 啓明（日本原子力開発機構／現在 産業技術総合研究所 所属）

森下 知晃（金沢大学）

IODP 研究航海報告 Exp. 402: Tyrrhenian Continent -Ocean Transition: 
Tyrrhenian Magmatism and Mantle Exhumation (TIME)
大陸と海の境界：掘削して試料を得ることの重要性を示した航海

　プレートテクトニクス理論では、大陸下に熱
いマントル物質が上昇することで、大陸は分
裂し、海洋プレートが形成されると考えられ
ています。日本では普通な海洋プレートの沈
み込みは、大西洋ではほとんど起きていませ
んが、大陸と海洋の境界部に記録されるプレー
ト形成初期現象は地球固有のプレートテクト
ニクス解明において重要な研究課題となって
います。そのため、イベリア半島西部で 1970
年から海洋掘削が行われました。この掘削に
より、マントル由来の蛇紋岩が採取され、大
陸分裂の際に、マントル物質が海面に露出す
るようなマグマに乏しい環境でのプレート拡
大が起きていたことが明らかになるとともに、
それを説明するためのモデルが議論されてい
ます。しかし、一つの掘削地点だけに基づい
て地球科学的現象を一般化させて良いのかと
いう問題がありました。
　そこで、海洋プレート形成初期現象の理解
を主要課題として、大陸と海の境界があるイ
タリア西沖ティレニア海で 2024年 2月 9日―
4月 8日に IODP Exp 402が行われました。ティ
レニア海では DSDP と ODP 時代に掘削が行わ
れ、蛇紋岩が採取されました。また、多様な
地球物理学的探査も詳細に行われ、掘削申請
提案から掘削へと比較的スムーズに進んだ科
学計画となりました。ティレニア海は、プレー
ト沈み込みの影響を受けて、中期―後期鮮新
世にリフティングを開始した若い大陸―海境
界であり、堆積物が薄く、海洋縁辺部は伸長
大陸地殻、海盆は海洋地殻であると解釈され
ています。実際の掘削は予定通りにはいかず、
船上では毎日のように戦略会議が開かれまし
た。しかし結果的には、100mを超える蛇紋岩

コアが２地点から採取されたほか、蛇紋岩に
伴う花崗岩質岩石が採取され、その解釈につ
いての活発な議論がなされました。また、蛇
紋岩は西イベリアで採取されたものと異なり、
メルトの分離、（複数の）メルト成分の付加を
受けた多様なマントル物質であることから、テ
クトニックセッティングが同じでも、その地下
のマントルの化学的構造には多様性があるこ
とが明らかになりました。その重要性はすぐ
に船上でも共有され、船上記載のデータを取り
まとめて、成果報告がなされました（Sanfilippo 
et al., 2025 Nature Communications）。また、こ
の航海では、地中海が干上がって塩湖となっ
た時代の堆積物から「塩」まで掘削され、貴
重な試料を回収することに繋がりました。
　日本からは秋澤（地球化学分析）、安邊（物
理測定）の二人の Noriさんと森下（岩石）が
参加しました。秋澤は、地球化学分析のリー
ダーとして、毎日の進捗報告を担当し、また、
Preliminary Result代表編集者の一人として活
躍しました。また、一芸を披露するパーティー

写真 1：地球化学分析リーダーとして掘削結果を報告する秋澤
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では欧米人にも有名なアニメのキャラクター
に変身するというパフォーマンスを披露する
など、ムードメーカーとしても活躍しました。
安邊は初参加かつ、初めて担当する物理特性
分析などもあって苦労していましたが、徐々
に安邊の能力が認められていき、頼られる存
在となっていきました。そして、森下は掘削
航海のベテランとして日本勢の「兄貴」とし
て率いるとともに、船上での岩石の成因解釈
において率先して議論に参加して航海の成功
につなげました。また、参加者全員から真に
愛され、常に話題に挙がる、マスコットキャ
ラクターとしての一面を覗かせました。

　本航海は JOIDES Resolution号の最後のハー
ドロック（岩石）掘削航海となりました。掘
削を支える技術職員の皆さんは、将来的な不
安も抱えた中で、科学掘削を誇りに思い、最
後までプロフェッショナルでした。海洋科学
掘削は、国際性、キャリア・性別の多様性が
あり、試料管理・利用など最も成功した科学
プログラムであると言えます。科学掘削航海
を今後も後世に残すことの重要性を改めて感
じました。

写真 3：地球物理データを取り続ける安邊

写真 4：誕生日を祝う会を盛り上げる森下

写真 2：パーティーで変身する秋澤
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酒井 雄飛（京都大学大学院 博士後期課程 2 年）

IODP 研究航海報告 Exp. 403: Eastern Fram Strait Paleo-Archive
不屈の JOIDES、今次航海にて勇退

　この度、JOIDES Resolutionの最後の航海
Exp.403に乗船致しました。応募・乗船に際し、
J-DESCの皆様や関係各所の先生方には審査・
トレーニング・渡航支援など様々な形で多大
なるご支援をいただきました。誌面をお借り
して厚く御礼申し上げます。
　Exp.403はグリーンランドとスヴァールバル
諸島の間に位置するフラム海峡東部で実施さ
れました。フラム海峡は北極海と世界の海を
結ぶ唯一の深い海峡として知られており、北
極圏の氷床・海氷や海洋循環の影響を受けた
堆積層が残されています。合計 7サイトを掘
削し、過去数百万年間の古気候変動に対する
氷床・海氷や海洋循環の応答と相互作用の解
明を目指しています。
　古気候が主題の航海ですが、物性および検層
を担当した私は、堆積層内の応力や熱構造の
研究をしています。フラム海峡は中央海嶺と
トランスフォーム断層が連続する複雑な構造
に加えて、大陸のように巨大だった過去のス
ヴァールバル・バレンツ海氷床との関連や、遠
くはメキシコ湾から続く暖流、およびスヴァー
ルバル諸島の陸上起源の堆積との関連もあり、
大変面白く、またその分難しく、乗船後も勉
強と発見の日々が続いております。
　私にとって長期間の船上生活は初めて、研究
航海も初めてでした。研究者として乗船する
ことで、何ができてどんな義務が生じるのか、
学ばせていただきました。研究面だけでなく人
間的にも大きく成長させていただいたと感じ
ております。船上でのサンプリングや追加実
験など、半ば無理やりな要求も飲んでくれた
Co-Chief、EPM、技術者の皆さんには感謝し
かありません。また、広大な青い海とスヴァー
ルバルの美しい稜線、“Core on deck” および
時々 “Whales on starboard” のアナウンス、噴
出した泥でドロドロのコアライナー、シフト

後にコアをもらって行った実験、荒波の中ベッ
ドで横転、永遠に続くスラスターの音、卓球、
ノリだけで踊ったダンスパーティー、都会ほ
ど速いスターリンクの通信…などなどたくさ
んの美しい経験もさせていただきました。
　さて現在、IODPが終了、JOIDESは勇退し、
海洋科学掘削を巡る状況は大変困難だと感じ
ています。若者が偉そうなことを言っており
ます。申し訳ございません。もちろん新しく
発足した IODP3には大きな期待を持っており
ます。しかし延べ 40年以上膨大なコアを取得
してきた JOIDESが勇退し、運用に関わって
きた多くの方が引退・転職しています。さら
に某新政権は多くの研究費をカットしていま
す。1月のサンプリングパーティの時にはアメ
リカの乗船研究者らも研究費がストップした、
めちゃくちゃだ、と言っていました。この影
響は後に必ず効いてくるはずです。
　こういった時こそ、やるべきことをやりた
いと思っております。一端の博士学生である
私が目下やるべきことは、より多くの論文を
泥臭く書いて投稿し JOIDESおよび IODPの成
果を増やすことです。各所で今次航海の研究
を発表したいと思いますので、お読みくださっ
た先生方、学会などでお会いした際にはぜひ

穏やかなフラム海峡＝奥にスヴァールバル諸島を望む
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ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申
し上げます。
　もう一つはアウトリーチです。すぐに価値
につながらない研究の価値を伝えることは簡
単なことではなく、疑問反論抵抗に晒される
こともあると思われますが、例えば大成功し
たスタートアップの経営者には、自らの事業
を強烈に否定されたことで逆に成功を確信し
て突き進んだという方も多くいます。小さな
ことからしかできませんが、私も船上からは
学部生と高校生へ 1回ずつライブ配信を、ま

た下船後も大学の制度で高校生へ出張授業を
実施させていただきました。子どもたちに対
しても大人に対しても、JOIDESおよび IODP
（今後の IODP3）や科学掘削について発信し続
けていきます。
　JOIDESは世界中のサイトの目標深度に向
かって “Resolution -不屈 -” の精神で突き進
みました。JOIDESで寝て、JOIDESの飯を食っ
た者として、私にも JOIDESの不屈の血が流
れております。JOIDES無き今後も、不屈の精
神で研究に突き進みます。

写真 1：ナイトシフトで記念撮影＝菅沼さん・飯塚さんも一緒に （©Tiffany Liao & IODP）

写真 2：最後の掘削サイトにて JOIDES を称える虹 （©Chris Lyons & IODP）
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氏家 恒太郎（筑波大学）・小平 秀一（海洋研究開発機構）

IODP 研究航海報告 Exp. 405
Tracking Tsunamigenic Slip Across the Japan Trench (JTRACK)

第 405 次 航 海 Tracking Tsunamigenic Slip 
Across the Japan Trench (JTRACK) は、IODP
最後の航海として 2024 年 9 月 6 日から 12
月 20日かけて実施されました。JTRACKで
は、2012年に実施された第 343次航海 Japan 
Trench Fast Drilling Project (JFAST) 以 来 12
年ぶりに 2011年東北地方太平洋沖地震（以下、
東北沖地震）の震源域を訪れ、巨大地震後 13
年経過した段階で震源域がどのような状態に
なっているのかを調べました。JFASTでは巨
大地震直後の震源域を調べ、地震で生じた摩
擦熱を捉え、プレート境界断層浅部から物質
を採取し、地震直後の力のかかり具合（応力場）
を調べました。その結果、プレート境界断層
浅部はスメクタイトと呼ばれる水分を多く含
んだ粘土層で主に構成され、地震時の摩擦熱
による水圧上昇により摩擦が非常に低くなる
ことで断層が大きくすべった（約 50 m）こと
が明らかになりました。また、地震時の断層
における摩擦低下に伴い、逆断層応力場から
正断層応力場に変化したことも明らかになり
ました。しかし、プレート境界断層浅部にお
ける大きなすべりが、断層が固着することで
ひずみが蓄積し、ひずみが限界に達して発生
したのか、それともプレート境界断層浅部は
固着せず、深部から地震破壊が浅部へ伝播し
た際に連動して発生したのか、未解明でした。
また、JFASTでは日本海溝から太平洋プレー
トが沈み込む前の堆積物や海洋地殻の状態を
調べていませんでした。そこで JTRACKでは
2つの掘削地点を選定し、プレート沈み込み
帯先端部と沈み込む前の太平洋プレート上の
堆積物を掘り抜くことにしました。掘削手段・
研究目的として、掘削同時検層により応力場
と物性を明らかにする、海底表層から海洋地
殻最上部までの連続コア試料採取により太平
洋プレートの沈み込みに伴う前縁プリズムと

プレート境界断層の発達プロセスを導き出す、
孔内温度計測によりプレート境界断層とその
近傍で水理学的構造・特性を捉えることが掲
げられました。
掘削の結果、次の４つの大きな成果が得ら
れました。（1）東北沖地震後 13年経過した
段階でのプレート境界断層浅部における応力
場と固着状態を把握することに成功しました。
（2）沈み込む前の粘土層の状態と粘土層を挟
んだ物性変化を把握し、粘土層がプレート境
界断層の発達や地震時のすべりにどのような
影響を果たしているのか明らかにする上で重
要な試料とデータが得られました。（3）前縁
プリズムがどのように発達したのか明らかに
する上で重要な試料とデータが得られました。
（4）掘削孔内に温度計を無事設置し、長期孔
内温度計測が可能となりました。他の研究成
果含め詳細は、JpGUなどでの学会発表や今後
の論文公表をお待ち頂ければと思います。ま
た、JTRACKでは国内外からアウトリーチ関
連の人たちが乗船参加しました。その方達が
発する情報発信についてもぜひご照覧・ご視
聴下さい。とても分かりやすく印象的である
と思います。
最後に、JTRACKの掘削オペレーションは
大変難しいものでしたが、JFASTでの経験や
それ以降の技術開発・改良が活かされたおか
げで、研究目的は全て達成されました。IODP
最後の航海にしてこれは快挙と呼べるもので
す。地球深部探査船「ちきゅう」の運用・オ
ペレーションに関わった全ての方々に深く感
謝いたします。



12

プレート境界断層を無事貫通し喜ぶオペレーションチームと首席研究員
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山﨑 友莉（総合研究大学院大学）

氷床の記録を求めて：西南極ロス棚氷での SWAIS-2C 掘削

初めまして。総合研究大学院大学の山﨑で
す。私は 2024年 11月から 2025年 1月まで、
西南極ロス棚下掘削計画（SWAIS-2C）という
棚氷下の海底堆積物掘削プロジェクトに参加
してきました。SWAIS-2Cは、全 10カ国、35
の研究機関、そして、国際陸上科学掘削計画
（ICDP）によるサポートを受け、南極氷床変
動による全球的海面上昇予測の不確定性に関
する核心的な解を得ようとするプロジェクト
です。近年の温暖化進行は凄まじく、産業革
命以前に比べて、全球平均気温は 1.4 ºC上昇
しています（IPCC, AR6）。そして、南極氷床
質量は 2002年以降，年間 1360億トンずつ失
われ（NASA, 2025）、2100年には全球平均海
面を最大 0.3 m上昇させると予測されています
（Fricker et al., 2025, Science）。温暖化進行に伴
う全球的海面上昇に対応するためには、南極
氷床による影響を定量的に見積り、将来の海
水準上昇を高精度で予測する必要があります。
しかし、予測結果はモデルによって大きく異
なり、その精度は依然として低いままです。そ
こで SWAIS-2Cは、気候変動対策の 1つであ
る “産業革命前からの気温上昇を 2℃より十分
低く抑える” とパリ協定で定められた全球平均
気温 +2℃の環境と、さらに温暖化した環境に
焦点を当て、これらに類似した過去の温暖期
復元による氷床変動メカニズム解明を通じて、
西南極氷床が崩壊する気候状態を明らかにし、
海水準上昇の予測精度を向上させることを目
指しています。そして、本目的達成の第一歩
として、ロス棚氷にて、過去の氷床変動をダ
イレクトに記録している可能性のある棚氷直
下の海底堆積物を掘削してきました。
南極へは NZからアメリカの軍用機で渡航し
ました。この渡航は予定より大幅に遅れ、渡
航から困難な “南極研究の世界” を体感しまし
た。そして、NZの Scott基地に滞在後、掘削
地点の Kamb Ice Stream（KIS）に向かいました。

KISに到着すると、NZで会ったメンバーが出
迎えてくれ、“南極での再会” に感動しました。
KISでの氷上キャンプ生活は快適で、シャワー
に入れたり、ネットが利用できたりで、非日
常でありながら日常が過ごせました（写真 1）。

写真 1：通常、耐えられない温度のお湯が出てくるシャワー

では、本題の掘削についてです。掘削は
熱水による棚氷貫通、表層海底堆積物掘削、
SWAIS-2Cの要である全長 200 mの海底堆積
物掘削という流れで行いました。私が KISに
到着した時には，表層海底堆積物掘削まで終
わっており、“次は 200 m！” と意気込んでい
る段階でした。しかし、掘削用パイプを海底
に下ろしている途中で問題が生じたため、掘
削は断念することになりました…この中断は
皆を悔しい気持ちにさせ、雰囲気を重くしま
した。私も同じ気持ちでしたが、その中で感
動したこともありました。それはコチーフの
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写真 2：皆の笑顔が素敵な集合写真

行動です。コチーフらは、掘削中止に対し 1
番思うところがあるにも関わらず、メンバー
の心が離れることを危惧して、1人 1人の心情
に耳を傾け、皆が集まれる機会を設けていま
した。この自身より全体を優先する姿を見て、
私はこれが研究者の理想像かと思いました。
その後は、パーティーやプレゼンテーション
等を行い、有意義な時間を過ごしました。本
掘削は残念な結果となりましたが、今年も掘
削するため、成功して欲しいと思っています。
Finger crossed for the next season :) (写真 2)

最後にこの報告を書きながら思ったことを
記します。南極渡航および氷上でのキャンプ
の経験は皆無、かつ、日本人参加者が私のみ
という状況に私は、無責任にも “逃げられた
ら” と思っていました。しかし、参加後は滅入
ることもありましたが、それ以上に得るもの
が多く、夢のような時間を過ごせました。そ
のため、このような非常に貴重な機会を設け
てくださった指導教官、そして、掘削メンバー
をはじめとしたサポートしてくださった方々
に感謝申し上げます。
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写真 1：マントル物質が露出している Burgersfort 近郊の
露頭。岩石を割ると中に輝石の光る結晶を多く含みます。 写真 2： ICDP の Web サイト (https://www.icdp-online.

org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa/)
に掲載される共同研究者との集合写真。

写真 3： 掘削現場で掘削水のタンクに蛍光ビーズを添加し
ている様子。研究に用いられた岩石コア試料外側の汚染
が青色の光によって見ることができます。

鈴木  庸平（東京大学）

世界最大のマグマ溜まりを掘り抜け !
―ブッシュフェルト複合岩体の大深度掘削による20億年前の原始生命探査―

　国際陸上科学掘削計画 (ICDP) により、20
億年前に形成した地球上最大のマグマ溜りで
ある、南アフリカのブッシュフェルト複合岩
体が掘削されています。ブッシュフェルト複
合岩体の下部には、世界最大の白金族元素の
埋蔵量を誇る地層があり、その地層より下部
は超塩基性岩から構成され（写真 1）、本掘削
のターゲットです。現在の地表では稀ですが、
生命誕生当時の地球では地表のどこにでも存
在し、生命の起源や地球外生命との関連性が
指摘されています。

　ブッシュフェルト複合岩体は形成後の 20億
年間、変形や変成作用をほとんど被っておら
ず、マグマの冷却後から現在まで安定した原
始生命の生息場と考えられます。そのため、
最下部には 20億前年に侵入した原始生命が現
在までその子孫を残していると期待されます。
　地下に生息する生き物は、1万年から 100
万年をかけて子孫を残すと言われており、1億
年程度は全く進化しないことが証明されてい
ます。そこで筆者の研究では、20億年前に生
息した原始生命が 20億年進化せずに存続して
いるかを明らかにすることを目的としていま
す。進化せずに生存している場合は、20億年
前の生き物を化石ではなく直接調べることが
可能になり、生命誕生の謎を解き明かす重要

な情報が新たに得られると期待されます。
　Burgersfort にある Marula鉱山で、2024年
5 月に掘削が開始され、2025 年 4 月現在で
1400メートルまでの掘削が行われています。
筆者と国際共同研究チームは（写真 2）、微生
物と同じ大きさの蛍光ビーズを用いて、掘削
により生じる岩石コア試料の汚染と岩石内に
生息する生き物を見分ける新たな手法の開発
に成功しました (写真 3、参考文献 )。

https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa/
https://j-desc.org/icdp/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa/
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　岩石コア試料の内部を調べるため、岩石の
薄片を作成し、赤外線を用いた分光分析によ
り、岩石内の細脈からタンパク質が検出され
ました。その場所を顕微鏡で観察した結果、
細胞内に DNAが含まれていることも確認され
ました (写真 4)。これらの結果から、20億年
前の岩石に微生物が生息していることが明ら
かとなりました。鉱物分析から細脈には粘土
鉱物が存在し、岩の中で微生物の生活を支え
ていることも判明しました。
　これまで生命の生息が確認された最古の岩

参考文献：
Suzuki, Y., Webb, S. J., Kouduka, M., Kobayashi, H., Castillo, J., Kallmeyer, J., Moganedi, K., Allwright, M. J., Klemd, R., Roelofse, F., Mapiloko, M., Hill, S. J., Aswal, L. D., 
Trumbull, R. B. (2024) Subsurface microbial colonization at mineral-filled veins in 2-billion-year-old mafic rock from the Bushveld Igneous Complex, South Africa. 
Microbial Ecology, https://doi.org/10.1007/s00248-024-02434-B

写真 4：岩石コア試料から作成された薄片（右上）で観察された細脈にタンパク質と微生物細胞が分布する様子（左下の紫
の領域）。緑の色で微生物細胞は DNA 染色されています（右）

石は、2.5億年前に形成された岩塩の記録を、
20億年前まで大幅に伸ばす成果で、今後さら
に古い岩石にも微生物が生息することが期待
されます。この成果は NHKのニュースを筆頭
にほぼ全ての国内新聞社により大々的に報じ
られ、海外メディアからの発信も多数で、論
文の Altmetric値は 650を超えています。
　現在、発見した微生物のゲノムの解読を進
めており、20億年前の地層中での代謝や進化
について実態が解明される予定です。
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国際陸上科学掘削計画 ICDP（International 
Continental Scientific Drilling Program) と
は、世界各地の陸地を掘削して地下から得ら
れる情報を研究する国際共同研究プロジェク
トです。プロジェクトが採択されるまでの
プロセスは、国際海洋科学掘削計画 IODP3　
(International Ocean Drilling Programme) と 似
ているところもあるが、ICDPの場合は、掘削
に関わる予算が全てプログラムから支出され
るわけではなく予算の半分以上は自分たちの
研究費で準備しないといけないことや、国際
ワークショップの開催が義務付けられている
ことなどが IODPとは異なっています。こうし
た ICDPに関わる情報や、陸上掘削の科学的な
側面について、日本では学べるコースがない
ことから、ドイツで開催されたトレーニング
コースに参加しました。
ドイツ、ヴィンディッシェンバッハ（バイ
エルン州）にある、KTB Geoセンターは、過
去の陸上掘削サイトを活用したビジターセン
ターです。ここで、5日間のトレーニングコー
スを受けました。日本からは、ミュンヘンに
飛んで、そこから ICDP参加者のためのチャー
ターバスで現地ホテルまで移動しました。ヴィ
ンディッシェンバッハは、人口がわずか 5000
人程度の小さな集落です。のどかな景色の中
に、石造りの民家が密集したところにホテルが
ありました。参加者の多くは、このホテルに
泊まったが、歩いて 5分程度の民家を改装し
た庭付きの雰囲気の良い宿泊施設に泊まった
人もいました。初日のアイスブレーカーでは、
ドイツの地元のビールやワインが飲み放題で、
料理も期待以上でとてもおいしくいただきま
した。
次の日から KTB Geoセンターで座学が始ま

ります。ホテルでドイツ式の朝食をいただき、
センターまでチャーターバスで移動しました。
1日目は、オリエンテーションと自己紹介から

始まり、掘削の歴史、掘削システムや掘削技
術の基礎について、講義を受けました。講義
室の少し開いた窓からは 5月のドイツの爽や
かな気候を感じられ、落ち着いた雰囲気で講
義を聴くことができました。昼食はセンター
の中のカフェで提供され、中のテーブルや外
のテラスで、初めて会う参加者や講師とも気
さくに話ながら食事をとりました。初めて出
会う参加者が多く、講師として参加していた
経験豊富な研究者から学生まで、ヨーロッパ、
アメリカ、南アフリカ、中国等、年齢も国も
幅広い層に出会えました。私たちの参加の目
的の一つとして、自分たちの ICDPの仲間作り
がありましたが、まだ荒削りのアイデアを熱
心に聴いてくれる人が多かった印象です。す
でに掘削が採択されていたり、プロポーザル
を提出していたりする参加者からは、プロジェ
クトの進め方などについて貴重な経験を聞く
ことができました。また、そうした参加者か
らは、講義の際にも具体的な質問がたくさん
出て、活発な議論が交わされ、質疑応答も大
変参考になりました。2日目には、KTBサイ
トの見学もありました。掘削はすでに終わっ
ていますが、9.1kmの掘削孔は世界で最も深い、
アクセスできる掘削孔として現在もさまざま
な研究に活用されています。実際に掘削され
たサンプルの保管室も見学することができま
した。

3日と半日の座学の他には、陸上掘削の現
場を見学する 1日のフィールド巡検がありま
した。実際の陸上掘削の現場を見に行く機会
はなかったので、パイプが回って掘削が進め
られている様子や、その際に用いる Drill Mud
がどのように流れていくのか、といった具体
的な作業のフローを見学できたのはとても貴
重でした。ホストの Thomas Wiersbergをはじ
めとする GFZ ヘルムホルツ地球科学センター
の方々は、ホスピタリティーに溢れ、その場

久保田 好美（国立科学博物館）・池田 昌之（東京大学）

ICDPトレーニングコース参加報告（2024 年 5 月12 〜 17日）
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写真：Pollingen の Geothermal drill site （巡検）にて集合写真

に馴染めるような工夫が至る所にありました。
参加を支援してくださった方々に感謝申し上
げます。
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荒岡 柊二郎（北海道大学 修士課程２年）

地球掘削科学に関するスクール等参加支援制度
ANZIC Marine Geoscience Masterclass 2024 December 参加報告
水の都から天国の島へ ～豪州・クイーンズランド～

　2024年 12月 2日から 14日までの約 2週間、
オーストラリア・クイーンズランド州で開催
さ れ た ANZIC (Australian and New Zealand 
International Scientific Drilling Consortium) 主
催 の「ANZIC Marine Geoscience Masterclass 
2024 December」に参加しました。このコース
は、実践的なワークショップやフィールドワー
クを通して学生に海洋地球科学の魅力的な世
界を紹介することを目的としています。今回
は、学部から博士課程までの幅広い世代から
22名が参加しました。オーストラリア、ニュー
ジーランドの ANZIC加盟の各大学の学生に加
え、日本（私）、アメリカ、パプアニューギニ
アの学生、また豪州留学中の中国人学生も参
加し、講師陣を含め国際色豊かなイベントに
なりました。
　日程前半（1-6日目）は、今回のホスト校で
あり、豪州第三の都市ブリスベンに位置する
クイーンズランド大学（UQ）及びクイーンズ
ランド工科大学（QUT）で実施されました。
UQでは、堆積物コア記載実習、コアカッティ
ングやスキャンの見学などを行い、講義では、
海洋学・IODPの歴史、地震学、火山学、岩石
学、地球生物学など幅広い分野が扱われまし
た。QUTでは、工科大ならではの先進技術を
学習しました。各自でパソコン操作を行う解
析ソフトウェア実習、VR体験、機械学習を利
用した微化石の分類実習を行い、講義では地
球物理学、地球外生命探査が取り上げられま
した。各大学では研究室や博物館、施設の見
学も行いました。3日目には、IODP第 405次
研究航海「JTRACK」実施中の「ちきゅう」と
のライブ中継がありました。Dr. Ron Hackney
（オーストラリア国立大学）をはじめとする乗
船中の ANZICメンバーによる船体や航海の紹
介、船内ツアーが行われ、活発な質疑応答も

交わされました。画面越しではありましたが、
コアサンプルも拝見でき、大興奮でした。自
由時間には、真夏のクリスマスを満喫したほ
か、街の象徴であるブリスベン川のフェリー
に乗船、さらに人工ビーチを訪れるなど、ユ
ニークな体験もすることができました。
　日程後半（7-12日目）は、オーストラリア
の大自然が舞台になりました。7日目、ハイエー
ス 3台に分乗し、北へ約 600kmの大移動を行
いました。途中、火山岩頸群「グラス・ハウ
ス・マウンテンズ」や世界最大の砂の島「ク
ガリ（フレーザー島）」を遠望しました。8日
目、フェリーでさらに 100km移動し、ついに
最終目的地「ヘロン島」に上陸しました。青
い空、青い海に浮かぶ美しい島は、まさに天
国のような光景でした。ヘロン島は、グレー
トバリアリーフ最南部に位置する台礁上にで
きた小さな砂の島です。島の北側にはリゾー
ト地、南側には UQ附属の研究施設（Heron 
Island Research Station）があります。ここで
は、サンゴ礁を中心とした海洋や生物に関す
る様々な研究が行われ、教育施設としても重
要な役割を担っています。9-11日目の 3日間

写真１：「ちきゅう」船上とのライブ中継
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にわたり、炭酸塩堆積学者でサンゴ礁を専門
とする Dr. Gregory Webb（UQ）が同行し、午
前中に浅いラグーン内を歩いて観察する「リー
フ・ウォーク」、午後はボートで沖合に出てシュ
ノーケリングを実施、合間にはコア観察や研
究所内の施設見学、さらに夜には関連する講
義が行われました。これら一連のアクティビ
ティを通して、サンゴ礁の地形や地質、その
形成過程、生物多様性、それらへの人為的影
響、関連する科学掘削の成果など分野を横断
して理解を深めることができました。シュノー
ケリングでは、サンゴ礁の上でウミガメと一
緒に泳ぎ、視界一杯のプランクトンに囲まれ、
夜にはウミガメの産卵や生物発光を観察する
など忘れがたい体験もすることができました。
12日目、惜しまれながらも島を後にしました。
この日は、往路で１日半かけた道のりをフェ
リー含め半日で走破し、UQの宿舎に到着した
のはなんと午前１時半でした。お互いの将来
の活躍と再会を祈って別れの挨拶を行い、翌
朝それぞれ帰路につきました。
　熟慮されたプログラムのもと、素晴らしい講
師陣や仲間たちに囲まれ、さらに天候にも恵
まれ、本当に充実した 2週間を過ごすことが
できました（個々の事柄について詳しく触れ
ることができないのが残念です）。今回参加し、

知識やスキルが向上しただけでなく、海洋科学
掘削における国際性や学際性の大切さを理解
することができました。また、セミナー開始時
や渡島前には “Acknowledgement of Country”
や “Welcome to Country” と呼ばれる先住民の
方を招いたセレモニーが開かれるなど、歴史
や文化にも触れることができました。
　最後に、本イベントを開催していただいた
ANZICの皆様、特に企画者である Dr. Helen 
Bostock（UQ）や Dr. Luke Nothdurft（QUT）、
ご支援いただいた日本地球掘削科学コンソー
シアムの皆様に心より感謝申し上げます。同
様のイベントが開催される際は、応募を強く
お勧めします。

写真 2：ヘロン島でのリーフ・ウォーク

写真 3：Ann-Maree Long 氏（緑色の服、先住民：トレス海峡諸島民）との集合写真 （©ANZIC）
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上栗 伸一（茨城大学教育学部）

J-DESC コアスクール開催報告（微化石コース：放散虫）
「じっくり観察する」

2024年 8月 26日から 28日までの 3日間で、
J-DESCコアスクール微化石コース（放散虫）
を茨城県つくば市の国立科学博物館で無事開
催することができました。受講生には大学生
と博士課程の院生が主でしたが、社会人や退
職された方もいらっしゃいました。アンケー
トに記述されていた受講理由をみてみると、
大学の卒業研究で放散虫を用いるため、大学
の授業で微化石から古環境を復元できること
を知り興味を持ったから、専門は異なるが自
分の仕事に活かしたいから、これから IODP航
海に参加するから、など様々でした。この微
化石コース（放散虫）では、時間をかけて放
散虫化石を観察することに主軸を置きました
（写真 1および 2）。専門書を読めば微化石に関
する知識を得ることはできますが、実物を観
察できる機会はあまり無いからです。実習が
終わって就寝する際、目を閉じると瞼に放散
虫がたくさん映し出される、というくらい時
間をかけて観察してもらいたいと思いました。 
本コースの観察実習の部分は、東北大学の鈴
木紀毅さんと二人で進めました。

1日目の最後には高知大学の加藤悠爾さん
に、IODP航海に関する講義をしていただきま
した。DSDPから IODPまでの歴史、船上での
生活や研究の様子、下船後の研究の進め方、
IODPの今後の計画など、とても分かりやすく
まとめてくださいました。本コースでは、こ
れから IODP航海に参加する予定の院生もいま
したので、航海に向けたアドバイスもいただ
きました。

2日目の中盤に、九州大学の岡崎裕典さん
に放散虫殻の化学分析に関する講義を、そし
て産業技術総合研究所の板木拓也さんに AIを
用いた微化石の自動分類・ピッキングシステ
ムに関する講義をしていただきました。岡崎
さんは、生物源オパールの化学分析を行う上

での問題点、そしてその問題を解決するため
に試みた分析システムの改良、今後さらにど
のような問題点を解決する必要があるのかに
ついて、分かりやすく講義してくださいまし
た。「長年にわたり実現できない研究にはシン
プルだけど解決の難しいポイントがあります。
しかしぜひ挑戦してください。目標達成でき
なくても、それに関する研究業績を積み重ね
ることができます」という岡崎さんのお言葉
が印象に残りました。板木さんは、学生時代
にみた妄想に近い夢をいま実現しようとして
いるという導入から入り、ご自身で開発した
miCRADシステムを紹介してくださいました。
また実際に受講生の前で、あっという間に AI
が自動分類して計数する様子を見せてくださ
いました。「この新システムは微化石研究者の
仕事を奪ってしまうかもしれませんが、その
空いた時間を有意義に使って他の研究を進め
ることができます」という板木さんのお言葉
が印象に残りました。 
国立科学博物館の齋藤めぐみさんと久保田
好美さんは、夏休み期間のご多忙中にも関わ
らず、会場をお貸しくださり、開催運営でも
ご協力くださいました。RC GEARの横山 隼
さんには資料をいただきました。この場を借
りて御礼申し上げます。
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写真 2：放散虫化石を観察している様子

写真 1：始新世の放散虫化石写真
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2024年 8月 26日から 28日にかけて、海底
下試料を対象とした微生物分析の基礎を学ぶ
J-DESCコアスクール Deep Lifeコースの第一
回を開催しました。海底の堆積物には膨大な
数の微生物が存在しますが、堆積物を構成す
る微小な無機・有機粒子の中に埋もれた状態
で存在しており、微生物を顕微鏡で観察する
ことも容易ではありません。高知コアセンター
（KCC）では講師陣が確立した実験プロトコ
ルによって海底下堆積物中の微生物検出、計
数を行っています。論文として発表はされて
いますが、この実験プロトコルを実践できる
研究者は KCCに学びに来られた方以外にはほ
とんどいないのが現状でした。本コースでは、
この技術を周辺分野の学生・研究者に共有し、
ノウハウだけでなく、実験プロトコルとして
確立する経緯やそこで得た教訓などを講義・
実習を通じて学習することを目的としました。
参加したのは、微生物学、生命科学、地球化
学等を専門とする学部 3回生から大学院生、
研究員などで、座学・実習ともに、みな非常
に熱心でした。
全体説明や講師・世話人・参加者それぞれ
の自己紹介ののちに、レクチャーとして、海
底下を含む地下生命圏探求に関する研究の概
説、既存の生命検出技術を地下試料へ適用す
るにあたっての問題点、課題の認識、検出感度・
精度向上に必須なクリーン環境とその背景知
識についての説明を行いました。
その後、3名ずつの 2チームに分かれ、微生

物検出の実習を行いました。試料としては地
球深部探査船「ちきゅう」による慣熟航海な
どで採取された実際の海底下試料堆積物コア
および、汚染源でもある KCC建物内外で採取
した空気も試料として用いました。堆積物に
含まれる無機・有機粒子と微生物を剥離する
操作ののちに、試料懸濁液をそのままメンブ

レン（ろ過膜）へ捕集する細胞分離なしのプ
ロトコル、および、試料懸濁液に存在する微
生物と非生物粒子を密度の違いで分画してか
らメンブレンへ捕集する細胞分離ありのプロ
トコルの 2通りの試料調製を行いました。空
気のサンプルについては直接メンブレンに捕
集しました。ここまでの作業を 2日目までで
行い、3日目には調製したメンブレンに捕集さ
れた微生物細胞中の DNAを蛍光染色剤を用い
て染色し、蛍光顕微鏡での観察、および計数
を行いました。また、3日目の実習後には、実
習で得られたデータの評価や利用に関する総
合的な解説を行いました。
コアスクール Deep Lifeコースの開催は初め

てとなり、また、会期の直前に台風が発生し、
航空機発着の確認や延泊の可能性を考慮に入
れた対応など、スケジュールの調整が難しかっ
た面もありましたが、熱心な参加者の満足度
が高いものとなりました。終了後に提出いた
だいたアンケートの一部を紹介します。

質問）参加する前にコアスクールに期待していた
　　　ことは？その期待に対する達成度は？

• コアサンプルを実際に取り扱ってみたいと
思っていた。今回それを達成することが出
来た。コアの保管庫を実際に見てみたいと
思っていた。それが達成できた。同世代の
学生、研究者と交流したいと思っていた。
達成できた。

• 海底堆積物からの細胞検出技術の習得を期
待していて、期待通りの内容を一通り学ぶ
ことができた。実験プロトコルも共有して
もらえて、今回の体験だけに終わらず今後
の実験や研究の参考になった。海底堆積物
中の微生物の少なさに驚いた。

• 掘削コア中の微生物に対しどのように実験

諸野 祐樹 1・森 郁晃 2・寺田 武志 3・有本 岳史 1・富山 隆將 1

 (1 海洋研究開発機構、2 高知大学、3（株）マリン・ワーク・ジャパン )

J-DESC コアスクール Deep Life コース 2024 開催報告
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するのか、どのような実験項目があるのか
を学ぶことを楽しみにしていた。講義や実
験を通して、広く、一部はより深く勉強で
きたと感じる。

• 研究手法。実際に学べて満足。
• セルカウントの計数技術の修得と、色々な
研究分野の年齢の近い人達とのつながりを
作る

• 掘削コアサンプルの取扱の基礎技術を学ぶ
ことを期待していたが、コアサンプル中の
細胞抽出・観察までの手順を詳細に学ぶこ
とができた。

また、次回以降のコアスクールに対する希望に
ついても伺いました。細胞を検出するだけでなく、
細胞のみを高速で分取するセルソーティングや分
子生物学的な実験などに対する要望が寄せられま
した。実施期間の制約とバランスをとりながらに
はなりますが、お応えできるように検討を行って
いきたいと考えています。
このDeep Lifeコースは 2025年 8月に第二回目

の開催を予定しています。海底下試料だけでなく、
土壌や岩石など、微生物細胞以外の固体、粒子が
混在する試料の中から生命シグナルを検出する技
術を学ぶことができるコースとなっています。学
生・研究者の皆さん、ご興味ありましたら参加を
検討いただければと思います。

写真：微生物検出のためのサンプル調製（左）および蛍光顕微鏡観察（右）の実習の様子
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コア解析基礎コースは、高知大学と海洋研
究開発機構が高知コアセンターにて共同開催
しているコア解析の初学者向けの教育企画で
す。高知コアセンターに設置されている海底
掘削船上と同等の研究設備を活用して、IODP3

で実際に行われる掘削船上でのコア解析にお
ける基礎的な解析項目（コア観察や非破壊物
性計測）を実際に体験するものです。今年は
2025年 3月 6日（木）～ 3月 9日（日）に開
催し、国内の大学、官公庁から 10名が参加し
ました。
昨年のプログラムは、初日を希望者のみの
対象とした施設見学や高知コアセンターの紹
介としていましたが、今年はプログラムを変
更し、初日から参加者・関係者が一堂に会して、
コアセンターの施設見学を行ったのち、「海洋
コア試料概論」（IODP3や海洋コア解析の概要
紹介）と「スミアスライド概論」と題した講
義と、スミアスライドの作成実習を行いまし
た。2日目午前は「岩相記載概論」「非破壊計
測概論」と題する 2つの講義を行った後、午
後から、2班に分かれてのコア解析実習を行い
ました。実習は、タービダイトやテフラなど
の地層が観察できる三陸沖の海底コアを用い
て、コア記載やコア計測を実施し、まずは講
師による解説を受けて、講義で学んだ手法や
理論を確認しつつコア解析を行い、その後は
参加者たち自身が協力して解析を進めました。
3日目は丸一日、コア観察やデータ整理の実習
でしたが、参加者たち同士で議論しながら実
習を進めると共に、時には講師たちを巻き込
んで、全体で活発にコミュニケーションをとっ
て実習を進めました。最終日には、各班によ
るコア解析結果をまとめた成果報告会を行い、
講師陣らによる講評が行われ、ここでも活発
な議論が行われました。
スクール後に実施したアンケートでは「コ
アの基本的な解析法を身につけることを目的

に参加し、十分に学ぶことができた」「重要な
ことを学ぶことができ、コアの見方が変わっ
た」などという意見と同時に「今後の研究活
動や勉強への意欲が高まった」「基本を踏まえ
た、これからの自身の頑張りが大事」などの
声が聞かれました。今回のスクールでの学び
が、受講生たちの今後の活動へのモチベーショ
ンを高めるきっかけになったものかと考えて
います。一方、例年のコア解析基礎コースの
参加者は大学院生以上が多いところ、今年は
学部生の参加が多く、実習を行う上での基礎
知識の提供方法に工夫の余地があったかと考
えています。この点は、オンデマンドでの事
前学習の実施など、今後の対応を検討してい
るところです。今後も実施方法を工夫するこ
とで、掘削科学の入り口としてのコア解析基
礎コースの役割を果たせるよう改善していき
たいと考えています。
最後に、今年のスクールも学術研究船「白
鳳丸」の試験航海 KH-23-7にて三陸沖で採取
されたコアを用いて実習を行いました。実習
コアを採取いただいた東京大学大気海洋研究
所の皆様に感謝申し上げます。

浦本 豪一郎（高知大学 海洋コア国際研究所）

J-DESC コアスクール開催報告（コア解析基礎コース）
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2025年 3月 10日（月）から 12日（水）に
かけて、高知大学物部キャンパスの高知コア
センターにて、コア同位体分析コースが開催
されました。2006年に始まった本企画は、大
学院生・若手研究者を対象に、実際の地質試
料と質量分析装置を用いた実習を通して、酸素・
炭素同位体分析と Sr同位体分析の手法をレク
チャーするものです。本年も例年通りの内容
を踏襲しつつ、講師陣は分析機器更新に伴う
記述整理やデータの統計処理に関する解説改
善を中心に、テキストに改訂を加えて企画に
臨みました。受講者募集は J-DESCウェブサイ
トで 2024年 12月から翌 1月にかけて行われ、
国内の大学・大学院・研究機関の学生・研究者・
技術職員など6名が参加することとなりました。
本企画では、受講者は酸素・炭素同位体分
析と Sr同位体分析の 2つのグループに分かれ
て実習を行いますが、その前に共通レクチャー
として、質量分析技術と測定データの処理に
関する解説が行われます。ここで受講者は、
質量分析器を構成する真空ポンプ・真空計や、
イオン発源、質量分析部、イオン検出部につ
いて、主要なタイプやその原理・特性、また
同位体比測定におけるデータ評価や統計処理
について、要点を学びました。
共通レクチャーが済むと、受講者は各同位
体系のグループに分かれます。酸素・炭素同
位体分析グループでは、この同位体系の概要
や古環境科学についての座学の後、バヌアツ
のハマサンゴ化石試料を用いた実習で、過去
の海水温・塩分変動の見積もりを行いました。
この実習では、1日目に試料秤量を通してサン
プル処理の手順や用具、作業のコツなどを学
び、2日目は安定同位体比質量分析計（IRMS：
isoprime precisION)による測定を行いました
（写真 1）。また、測定の待ち時間を利用して、

この質量分析装置のガス生成部の動作原理を
学ぶため、これを模した擬似装置による炭酸
ガス抽出実験を行いました。

写真 1：IRMS による酸素・炭素同位体分析実習

写真 2：MC-ICPMS による Sr 同位体分析実習

富山 隆將 1・有本 岳史 1・池原 実 2・石川 剛志 1

井上 麻夕里 3・川合 達也 4・永石 一弥 4・中田 亮一 1

 (1 海洋研究開発機構、2 高知大学、3 岡山大学、4（株）マリン・ワーク・ジャパン )

J-DESC コアスクール開催報告（コア同位体分析コース）

Sr同位体分析グループでは、Sr同位体系の
概要と Sr年代学、湿式化学分析に関する座学
の後、新潟県糸魚川市の青海石灰岩およびタス
マン海ロードハウライズの有孔虫化石を用い
た実習で、Sr同位体年代の見積もりを行いま
した。この実習では、1日目のクリーンルーム
作業でイオン交換カラムによる Sr分離を行っ
たのち、2日目に二重収束型マルチコレクタ
ICP質量分析計（MC-ICPMS：NEPTUNE）を
用いた測定を行いました（写真 2）。
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3日目、データの解析と考察を終えた両グ
ループは合流し、受講者らによるグループ発
表と講師陣による講評が行われました。本年
も意欲的な受講者が多く、水準の高いグルー
プ発表が行われました。
本企画では、サンプル処理、分析機器の構
造や操作、データ処理などに関する基礎レベ
ルの知識から実践的なノウハウまで、大変に
詰め込んだ講義と実習を 3日間で行います。

ここで学んだ内容は、受講時に選択した特定
の同位体系だけでなく、同位体地球化学一般
に役立ち得るものになるでしょう。本企画で
得られた知識・経験と出会いが受講者自身の
新たな研究の契機となり、ひいては今後の高
知コアセンターの発展に資するものとなるこ
とを期待します。
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 関 有沙（信州大学／現在 深田地質研究所 所属）

リポジトリコア再解析プログラム（ReCoRD） ReC23-03 終了報告
「人が一生で体感できるスケール」での中新世の気候変動復元を目指して

ReC23-03：中新世日本海の古気候・古海洋
令和 6年度に、ReCoRDプログラム第 3弾と
なる ReC23-03「The Japan Sea paleoceanography 
and paleoclimatology during the Miocene（中新世
日本海の古気候・古海洋）」が実施されました。
ReC23-03は、中新世における日本海の古気候・
古海洋環境を既存研究よりも高い時間解像度で
復元することを目的としています。特に、1）
平行葉理が観察される堆積物に記録された短周
期の気候変動、2）南シナ海で急激な温暖化が
報告されている時期（10.8Ma）の日本海におけ
る海洋環境復元に着目しています。

ReC23-03では、ODP Leg127（1989年）で
日本海から採取された 794、795、797地点の
コアと、IODP Exp. 346（2013年）で採取され
た U1425、U1430地点のコア試料を活用して
います。ReC23-03では既存の年代モデルを再
検証・改訂してより高精度化するとともに、上
記 5地点のコアの同時堆積面を正確に対比する
ことにより、過去の海洋環境を高時間解像度で
3次元的に復元することを目指しています。

サンプリングパーティーにおける非破壊分析の活用
ReC23-03 では、非破壊分析を行った後

にサンプリングパーティーを行えるという
ReCoRDの特徴を活かし、XRFコアスキャナー
（ITRAX）の結果を活用しながらサンプリン
グパーティーを行いました。例えば、年代測
定用にジルコンが濃集しているテフラを選択
的に採取したり、堆積当時の海洋底層の酸化
還元環境の変動を見ながら試料を選択したり、
有機地球化学分析のための試料量の見積もり
に活用したりしました。
サンプリングパーティーには日本国内から

20人以上、海外からも 1人が現地で、1人が
オンラインで参加しました。学生を含めて乗
船経験のないメンバーも多くいましたが、経

験のあるメンバーが丁寧に教えてくれたため、
次第にスムーズにサンプリングが進むように
なりました。また、常に元素組成を確認しな
がら試料を採取していたため、初心者でも肉
眼でコアを見た時に岩相がわかるようになり
ました。乗船機会が少ない中での教育機会を
提供する、という ReCoRDの使命も果たせた
かと思います。また、サンプリングパーティー
の様子は名古屋市科学館のイベントでの中継
や信州大学の公開イベント、全国紙の新聞誌
面で紹介されました。

ReCoRD の利点 〜 SPARCs との違い〜
ReCoRDは、過去の掘削試料（レガシーコ
ア）を活用して新たな成果の創出を目指すと
いう点で、IODP3の基で開始された SPARCs
（Scientific Projects using Ocean Drilling 
Archives）と目的が共通しています。しか
し、ReC23-03は ReCoRDでなければ実施す
ることができませんでした。1つ目の理由は、
ReC23-03の 5人の提案者のうち任期なしの職
についていたのは 1人のみで、さらに主提案
者は日本学術振興会の特別研究員 RPDであっ
たことです。そのため、SPARCsの約 5000万
円という予算規模に見合うだけの活動を 3年
間続けられる保証はありませんでした。その
点、ReCoRDでは 3年以内に論文として成果
を発表するという通常のサンプルリクエスト
と同様の義務のみであるため、学振 RPDの立
場でも提案申請をすることができました。

2つ目の理由は、ポスドク 2年目であった筆
者には SPARCsで求められている多国籍の提
案者チームを作るだけの経験や人脈が無かっ
たことです。日本海のレガシーコア活用に関
する提案者の思いつきから始まり、研究目的
の遂行に必要な専門知識や技術を持った方々
に声をかけて集まっていただいたのが現在の
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ReC23-03のチームです。そのため、20代と
30代が 2/3以上を占め、さらに初めて日本海
を研究するという若手も多い、非常に若いチー
ムになりました。このように手探りで挑戦的
な試みをさせていただける ReCoRDには非常
に感謝しており、大きな予算規模の SPARCs
とは異なる位置付けで萌芽的な研究を支援し
ていただける素晴らしい仕組みだと認識して
います。

今後の展望
ReC23-03ではサンプリングパーティー後の
分析が進行中で、今年度末には結果を持ち寄っ
てワークショップを行い、成果まとめの方向
を話し合う予定です。まずは日本海という限
られた海域でしっかりと成果をまとめ、将来
的には、同じく中新世の古海洋を研究対象と
している ReC23-01との連携や、日本周辺の
太平洋側の中新世のレガシーコアも対象とし
たより広域的な古海洋環境復元なども視野に
入れながら活動していきたいと考えています。
今後とも ReC23-03の活動と研究成果にご注目
いただければ幸いです。

写真：ReC23-03 サンプリングパーティーの様子
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吉岡 純平（産業技術総合研究所）

海洋コア岩相記載武者修行イベント参加報告
  “ 岩相記載の目” を養う

2024年11月16日から19日までの4日間、「海
洋コア岩相記載武者修行イベント」が開催さ
れました。これは好評だった 2024年 2月の同
イベントを受けて開催された第二弾です。講
師にはおなじみ池原研博士（産業技術総合研
究所）を迎え、加三千宣博士（愛媛大学）、鈴
木克明博士（産業技術総合研究所）、池原実博
士（高知大学）らによる強力なサポート体制
のもと、7名の大学院生・ポスドク・社会人が
参加しました。
海洋コアの岩相記載は、海洋コアを扱う研究
者にとって最も重要な基礎データであり、岩
相記載の良し悪しがそのコアに関わる全ての
研究成果に影響を及ぼすと言っても過言では
ありません。また、目的とする研究に対して
適切な試料を採取するという観点においても、
海洋コアから適切な情報を取得し解釈する “岩
相記載の目” を養うことは重要だと考えます。
まさにこうしたニーズに応えるかのように、
今回の「海洋コア岩相記載武者修行イベント」
では特に若手の岩相記載経験者を集め、参加
者の様々な視点からの記載に触れることで自
らの記載をアップデートしていくための機会
が提供されました。
私は古環境学が専門で、主に中新統日本海珪
質堆積物を対象として陸上での地質調査を主
軸に研究を進めてきました。そんな私から見
た今回のイベントについて簡単に紹介します。
このイベントでは、岩相記載作業、各自の観
察結果の発表、グループでの討議、講師によ
る解説をセットとしており、自分の記載につ
いて、どこが良かったのか、何が悪かったのか、
などを記憶が新鮮なうちに確認することがで
きるのが特徴です。イベント期間 4日間の中で、
参加者は別府湾および沖縄トラフの 2サイト
で採取された計 9セクションの海洋コアの岩
相記載を行いました。

別府湾のコアはかなり珪藻質で一部ラミナ
も発達しており、私が普段見慣れているものの
ように感じました。一方で、時々挟まれるバ
ラエティに富んだイベント層や soft-sediment 
deformationと考えられる堆積構造などについ
て、自分が今まであまり注目してこなかった
ことを痛感しました。沖縄トラフのコアは半
割した瞬間から私にとって見覚えがなく不思
議なコアで、上部は明度の異なる褐色層が繰
り返し、下部は一転して灰色が続いていまし
た。時折砂層やシルト層を挟むことから、そ
れらを基底としたイベント層が存在すること
は容易に想像できましたが、そのイベント層
上端の認定は自分の “目” だけではまだ難しい
と感じました。
まだまだ書きたいことがたくさくあるので
すが、字数の都合上、イベントの中で個人的に
重要だと思った言葉だけをいくつか載せてお
きます。「記載と解釈の区別」、「記載はその人
の経験で決まる」、「分析データと記載の往復」、
「古環境復元とイベント層は切っても切り離せ
ない関係にある」。
最後になりますが、このイベントに参加する
機会を与えてくださった、講師陣の皆様、主
催者である日本第四紀学会ならびに高知大学
海洋コア国際研究所、共催者である日本地球
掘削科学コンソーシアムならびに日本堆積学
会、そして多数の関係者の皆様に厚く御礼申
し上げます。
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写真：講師陣および参加者の集合写真
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鈴木 紀毅（東北大学大学院理学研究科地学専攻）

東北地方から「ちきゅう」乗船を夢見る小学生を増やそう！
―学都「仙台・宮城」サイエンスディ 2024 参加報告―

東北随一の科学イベント「サイエンスディ」
　宮城県・仙台は東北地方の中核都市とはい
え、一日あたり数千人の来訪者が見込める科
学イベントはほとんどありません。そのよう
ななか、参加者が 1日 1万人を越える科学イ
ベントがあります。それは『学都「仙台・宮城」
サイエンスディ』、通称「サイエンスディ」です。
2007年に特定非営利活動法人 natural science
が産官学協同で東北大学川内キャンパスを会
場に始めた年１回のイベントで、2017年以降
は 150団体ほどが参加型ブースを出展してい
ます。2024年 7月 14日に開催された第 18回
サイエンスディに、「海に浮かぶ巨大な研究所
「ちきゅう」へようこそ　あなたも乗船研究
者！」というテーマで、地元東北大の関係者
の協力をえて J-DESCと JAMSTECが協同で
出展しました。 2024年秋に東北地方太平洋沖
地震の震源域を掘削する IODP 第 405次研究
航海「JTRACK」が行われるのに合わせたも
のでした。

うこそ「ちきゅう」へ」で、「ちきゅう」模型
やドリル関連部品を展示しました。次のコー
ナーは「海底から採れる試料をみてみよう」で、
東北沖の海底の岩石、コアのレプリカなどの
展示です。最後は「研究者と一緒に地質試料
を観察してみよう」というコーナーで、3D海
底地形図や顕微鏡などの観察コーナーです。

暑くて熱い一日
　サイエンスディの最大の特徴はプッシュ型
解説なので、ブースごとに数名の要員を貼り
付けました。9時開場とともに、途切れること
なく見学者が私達のブースを訪れました。来
訪者の多くは小学生の家族連れです。小学生
は体験コーナーの「ゲーム」と観察コーナー
の「顕微鏡」に惹かれたようでした。「ゲーム」
は、高さ 1.2mほどの箱の上の「ちきゅう」の
ミニチュアからワイヤーを垂らし、箱の内側
に設置したカメラ映像を頼りに、箱の底にあ
る掘削孔に見立てた筒に差し込むもので、海
中でのパイプ操作の難しさを疑似体験しても
らう狙いがありました。ワイヤーの動きに一
喜一憂している家族連れが印象的でした。「顕
微鏡」では派手な姿をしている放散虫化石と、
カラフルに見えるカンラン岩の薄片を用意し
ました。顕微鏡では目の保養と母親の食いつ
きもなかなかのものでした。メインの展示コー
ナーでは高校生以上が科学的な議論で盛り上
がっていました。私達のブース会場は混雑し、
朝晩を除いてクーラーがほとんど効かないほ
どの熱気に溢れていました。配った缶バッヂ
の数から見学者は約 500人に達し、大盛況で
16時の閉場時刻を迎えました。

人材育成は小学生から
　東北地方は大規模科学イベントに恵まれ
ているとはお世辞にも言えません。今回、

写真1：自分たちのブースから撮影した会場教室の一風景。
顕微鏡の前に列を作る見学者達。

体験・見学・観察のブース
　割り当てられた会場は、１階にある 99人教
室のおよそ 1/3のスペースでした。単純計算で
40 m2を有効活用するように、3つコーナーに
分けました。最初に海底掘削体験コーナー「よ
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JTRACKの宣伝はもとより、「ちきゅう」の紹
介や、海洋掘削科学を東北地方で紹介する良
い機会になったと思います。将来の海洋掘削
科学の担い手を増やそうと、受験生を念頭に
航海参加実績のある大学一覧も置いたところ、
ほとんどは小学生の引率者が持って行きまし
た。毎年ブースを出展し、成長する彼らに印
象づけることで、大学受験の一つの選択にもな
りえそうです。IODPを将来支える人材は、航
海参加や海洋科学掘削試料を使った研究に理
解のある研究室がある大学に入学してもらう
ところからはじまります。小学生の頃から良
い原体験を提供し、夏休みの宿題のヒントに
なるような出展をしたいと思った一日でした。

写真 2 ： 海洋地殻をつくる岩石の標本をのぞき込む見学者。
手で触ることができるよう展示した。東北沖での成果説明
に熱心に耳を傾ける大人が多かった。
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池原実（高知大学）・森下知晃（金沢大学）
神谷奈々（京都大学）・濱田洋平（海洋研究開発機構）

日本地質学会第 131 年学術大会（2024 山形）
J-DESC 夜間小集会「JTRACK から IODP3 へ」

　山形大学で開催された日本地質学会第 131
年学術大会の 2 日目（9 月 9 日）の晩に、
J-DESC夜間小集会「JTRACKから IODP3へ」
が開催されました。折しも、国際深海科学掘
削計画（IODP-2）の最後の航海である東北沖
JTRACK（Exp.405）が 9月 6日から始まった
ばかりのタイミングであり、さらには 2025年
からの国際海洋科学掘削計画（IODP3）への
プログラムリニューアルに備える時期での集
会となりました。集会のメイントピックスは、
JTRACK航海が始まったばかりの地球深部探
査船「ちきゅう」船上とのオンライン中継で
した。冒頭、山口飛鳥さん（東京大学）から
JTRACK航海の概要説明が行われた後、共同
首席研究員として船上で指揮をとっている氏
家恒太郎さん（筑波大学）とのウェブ中継が
行われ、船上の実験室の紹介や国際色豊かな

乗船者とのやりとりが行われました。研究航
海開始直後の船上の様子や乗船研究者らの雰
囲気が夜間小集会の参加者にもよく伝わる有
意義な中継となりました。その後、IODP3の
最新情報が斎藤実篤さん（J-DESC事務局）か
ら紹介され、藤原治さん（産業技術総合研究所）
からの国際陸上科学掘削計画（ICDP）の現状
報告に加え、大坪誠さん（産業技術総合研究
所）から東シナ海での陸上と海洋を組み合わ
せた掘削計画アイデアについても紹介があり
ました。また、2024年度地質学会都城賞を受
賞した Greg Mooreさん (ハワイ大学 )から
は、「The Importance of Reflection Geophysics 
in Scientific Drilling: A Message to Students and 
Early Career Researchers」と題したプレゼンが
あり、自身の研究において日本の研究者との
研究交流がいかに重要であったかについて当

写真 1：J-DESC 夜間小集会の様子
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時の写真やデータを元に紹介しながら、国際
交流の必要性を訴えるメッセージが会場にい
る若手研究者らに送られました。濱田洋平さ
ん（海洋研究開発機構）からは、自身の経験
をもとに若手と中堅研究者が自ら国際プログ
ラムに参加し、さらにはプログラムを牽引し
ていく必要性や意義などについて言及があり、

写真 2 ：J-DESC 夜間小集会で行った地球深部探査船「ちきゅう」とのオンライン中継

終了時間までさまざまな意見交換が続けられ
ました。60名以上の参加者により活発な情報
交換が行われ、2025年の IODP3の始動に向け
たキックオフイベントとしても役割を果たし
たようです。夜間小集会の熱気をそのまま山
形市街の居酒屋に持ち込み、地酒とともに熱
い議論が続けられた夜となりました。
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松山 和樹・道林 克禎（名古屋大学大学院環境学研究科）

「ハードロック掘削科学ワークショップ Summer2024」活動報告

　2024年 8月 1日から 3日にかけて、名古屋
大学 ES総合館にて Hardrock Drilling Science 
Workshop Summer 2024が開催されました。本
国際ワークショップは、2025年より新設さ
れ る IODP3（The International Ocean Drilling 
Programme； IODP-cubed)における前弧マント
ル掘削計画のフルプロポーザル作成を主目的
に、名古屋大学岩石鉱物学研究室（岩鉱）主
催のもと現地参加とオンライン参加によるハ
イブリッド形式で「日本のハードロック掘削
計画を前弧マントル掘削他で盛り上げる」を
標語に、活動状況の共有と理解、分野横断 /共
創型の科学目標の探索が実施されました。こ
こでいうハードロックとは、主に深海底に産
する基盤岩のことです。事前参加登録数は
日本各地のハードロック研究者だけでなく、

Università di Pavia（パビア大学・イタリア）、
The University of Iowa（アイオワ大学・アメリ
カ）、Louisiana State University（ルイジアナ州
立大学・アメリカ）などの海外研究者を含め
て約 60名でした。
　本ワークショップは Part 1から Part 6まで
様々な話題に関する議論が行われました（図
1）。Part 1（1日目・昼の部）では、冒頭で
IODP3 Science Officeの共同所長である江口暢
久氏から IODP3の概略が紹介されました。そ
の後、前弧マントル掘削プロジェクトの概略、
前弧マントルにおける岩石流体相互作用に関
した熱力学モデリング、伊豆・小笠原海溝にお
ける site survey（地震波速度探査）データと前
弧マントルに関する話題が続き、プロポーザ
ル作成に向けて議論が交わされました。その

図 1：ワークショップの記念写真
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後 coffee breakを挟み、マントル炭酸塩化と幌
満マントル掘削計画の概略、幌満カンラン岩
の微細組織と変形構造の 2件の幌満カンラン
岩体に関する講演が行われました。特にマン
トル炭酸塩化と炭素循環は近年話題のトピッ
クということもあり、参加者の注目を集めま
した。
　名古屋大学 ES総合館内のフランス料理レス
トラン「シェ ジロー」での夕食後に行われた
Part 2（1日目・夜の部）では、カンラン岩の
同位体分析を用いたマントル年代の決定と物
質循環、フィリピン海の海洋コアコンプレッ
クスとメガムリオン掘削の２件の話題が提供
されました。Part 3（2日目・朝の部）では、
IODP Exp.352（伊豆 -小笠原 -マリアナ前弧）
と Exp.399（Atlantis Massif）の掘削成果、伊豆・
小笠原海溝深部カンラン岩岩石学に基づく前
弧マントルにおける島弧の形成と沈み込みの
開始過程の講演がありました。いずれも前弧
域に産する岩石に関する最新の研究成果の紹
介であり、前弧マントル掘削への期待を高め
る興味深い内容でした。
　名古屋大学北部食堂「Polaris Dining」での
昼食後には、Part 4（2日目・昼の部）が行わ
れ、伊豆 -小笠原 -マリアナ前弧に産するカン
ラン岩の岩石学的特徴、幌満カンラン岩体周
辺の地球物理学的調査、岩石地下生物圏の探

索、X-CT法を用いた掘削コア試料の解析の 4
件の講演が行われました。特にハードロック
と深海地下生物圏の共同研究についての可能
性について多くの意見交換がありました。Part 
5（2日目・夕方の部）ではポスターセッショ
ンが実施されて若い研究者と大学院生が発表
しました（図 2）。
　Part 6（3日目・朝の部）では、前弧マント
ル掘削のフルプロポーザル作成に向けた議論
が行われました。島弧 -海溝系前弧域での掘削
とマントル物質の入手という 2点の “アピー
ルポイント” を軸に科学目標の洗い出しと検討
が行われました。特に議論が白熱したのは、「掘
削地点選定における科学的合理性の確保」に
ついてでした。その地点でマントルまで到達
できるのか、それをどのように根拠づけるの
かなど、これまでの研究状況を踏まえて詳細
に検討がなされました。
　本ワークショップは、現時点でのハードロッ
ク掘削計画（特にマントル掘削）に関する活
動状況を共有・理解する格好の機会となった
だけでなく、地質学・岩石学から地球物理学、
微生物学にまで至る異分野同士の交流が多く
生まれました。今後は、前弧マントル掘削や
幌満マントル掘削など、それぞれの計画実現
に向けて準備が進められていく予定となって
います。

図 2：ポスターセッションの様子
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IODP 部会長　石橋 純一郎（神戸大学）

IODP 部会活動報告

IODP部会では、国際と国内における海洋掘
削に関する実務を担当しています。2024-2025
年は、国際的な海洋掘削の枠組みが切り替わる
年となりました。新しい IODP3の枠組みにお
いても、J-DESCが PMO（Programme Member 
Offices）であることに変わりはありません。研
究面では、掘削研究航海に参加する研究者への
支援と同様に、過去の海洋科学掘削で得られ
たレガシーコア等を用いた研究プロジェクト
SPARCs（Scientific Projects using Ocean Drilling 
Archives）に参加する研究者の推薦と支援を行
います。合わせて運営面では、IODP3の運営
体制を支えるパネルメンバーの推薦・選出を行
います。2024年末から 2025年初めにかけて、
MSP Facility Board、SEP（Science Evaluation 
Panel）、MG3 Science Steering Committee の各
パネルに対して、公募メンバーの評価あるいは
選任を行いました。こうした国際対応の実務を
整理し、掘削航海専門部会、科学推進専門部会
の両部会との間でタスクを振り分けて漏れがな
いように対応します。
海洋掘削に関連する研究への支援について
も、国際的な枠組みの切り替えに対応した修正
を進めつつ継続しています。2024年に行われ
た IODP第 402次、第 403次、第 405次研究航
海では、プレクルーズトレーニング、アフター
クルーズワーク申請採択などの支援を通常の支
援に加えて行いました。また IODP3体制下で
2025年に実施される航海に向けて乗船応募者
の評価を行いました。J-DESC会員を研究提案
者とする ReCoRD （レポジトリコア解析プログ
ラム）については、2023年度に採択された１
課題のサンプリングを実施したほか、2024年
度には 2課題を採択しました。2025年度以降
に新しい国際体制の中で本事業を実施すること
に向けて準備を進めています。
学生・初学者を対象とするコアスクールの
実施は、研究コミュニティの拡大に向けた
J-DESCの重要な活動の一つです。2024年度に

は従来からの 3コースに加えて Deep Lifeコー
スが新設されました。2024年度のコアスクー
ルでは、解析基礎コース 10名、同位体分析コー
ス 6名、Deep Lifeコース 6名、微化石コース
9名の合計 31名の参加がありました。さらに
2025年度からは、高知大海洋コア国際研究所
などが実施する JSPS研究拠点形成事業の中で
ECORD（欧州海洋研究掘削コンソーシアム）
が提供するサマースクールへの若手研究者派遣
が計画されており、J-DESCはこれと連携して
若手研究者の育成と国際交流の促進を積極的に
支援する運びとなっています。
アウトリーチ活動としては、2024年 6-8月

に実施された JOIDES Resolution による第 403
次研究航海において、日本からの乗船研究者に
よるオンライン中継イベントを行いました。ま
た 2024年 9-12月に実施された「ちきゅう」に
よる第 405次研究航海「JTRACK」に合わせて、
J-DESCが共催または協力する中継イベントを、
JAMSTECおよび乗船研究者の協力を仰ぎなが
ら計 19件実施しました。中継会場は小学校、
中学校、高校、大学、さらには科学館など、北
海道から高知まで津々浦々にわたり、イベント
参加者はのべ 1,300人を数えました。なかでも、
9月の日本地質学会の際に中継イベントを目玉
として開催した J-DESC夜間小集会は、集まっ
た 60名以上の参加者の間で IODP3に関する動
向を共有し意見交換を行う有意義な場となりま
した。また「JTRACK」航海前のアウトリーチ
として JAMSTECと共同して行った 7月の「学
都「仙台・宮城」サイエンス・デイ 2024」へ
のブース出展では、家族連れを中心に約 500人
の訪問を受けることができました。2025年に
も「ちきゅう」の研究航海が予定されているこ
とから、さらなるアウトリーチの展開を検討し
ています。なお、IODP部会は 2025年度から
海洋掘削部会と名称を改め、今後より幅広く活
動を展開していく予定です。
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 高知みらい科学館との中継（2024 年 12 月 15 日）

JR 航海 IODP Exp.403 中継イベントの様子
（©Mutsumi Iizuka & IODP）

サイエンスデイでの出展の様子

横浜市立桜丘高校との中継（2024 年 11 月 6 日） J-DESC 夜間小集会（山形県）での中継（2024 年 9 月 9 日）
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ICDP 部会長　藤原 治（産業技術総合研究所）

ICDP 部会活動報告

今回は、日本から研究者が参加している主要
な ICDPプロジェクトの紹介と、日本からの掘
削提案のさらなる増加への期待について述べま
す。紹介する掘削プロジェクトの詳細は ICDP
の HPから見ることができます。

1 つめ は、Barbe r ton  Archean  Sur face 
Environments, Moodies Group, Barberton 
Greenstone Belt（略称 BASE : https://www.
icdp-online.org/projects/by-continent/africa/
base-south-africa）です。南アフリカのムー
ディーズ層群は約 32.2 億年前の浅海堆積岩
で、保存状態が非常に良く厚さは約 4 km に
達します。微細構造が良好に保存されており、
太古代の地球の情報を高解像度で解析するた
めに世界的に貴重な地層です。

2つめは Sensitivity of the West Antarctic Ice 
Sheet to 2 Degrees Celsius（SWAIS 2C : https://
www.icdp-online.org/projects/by-continent/polar-
regions/antarctica/swais-2c-antarctica/）です。予
測される温暖化に対する西南極氷床の反応は、
海面上昇予測の大きな不確実要因です。このプ
ロジェクトは、氷床後退に影響する要因やメカ
ニズムを解明し、気温が 2℃、あるいはそれ以
上上昇した際の氷床の反応を探ることを目的と
しています。

3つめは The Bushveld Complex Drilling Project
（BVDP : https://www.icdp-online.org/projects/
by-continent/africa/bvdp-south-africa; https://
www.icdp-online.org/fileadmin/icdp/projects/doc/
bushveld/Bushveld-EOS_final.pdf）です。南ア
フリカ共和国にあるブッシュフェルト複合岩体
は、約 100万 km³の体積を持つ世界最大の層
状苦鉄質貫入岩体で、マントルからの大量のマ
グマ生成に関する様々な疑問を提起していま
す。産業的には豊富な白金族鉱物資源などでも
注目されてきました。主な研究目的は、マグマ
システムの進化、地殻とマントルの相互作用、
金属鉱床形成プロセスの解明です。これ以外に
も採択が決まった複数のプロジェクトへ、日本

から研究者の参加が予定されています。
ここ数年、日本からの ICDP掘削提案が増え
てきているのは頼もしいことです。ICDP部会
では IODP部会や J-DESCとも協力して、さら
に日本からの掘削提案が増えるように支援して
いきます。候補となる調査フィールドは世界中
にありますが、やはり中緯度湿潤帯のプレート
境界に位置する日本ならではのテーマを提案し
たいところです。特に、海と陸の境界と言う特
徴を生かした Land to Sea（L2S）掘削の提案に
期待したいと思います。例えば、令和 6年能登
半島地震（M7.6）は、海と陸の境界部にある
活断層帯から発生しました。断層面はおよそ南
に傾斜しており、震源は陸の下にありますが、
活断層としてのトレースは海底に顔を出してい
ます（たとえば、地震調査研究推進本部 地震調
査委員会 , 2024）。震源断層に面した海岸では
広範囲に大きな隆起が起こりました（写真 1）。
この地震については、群発地震や深部流体の関
与など様々な研究が行われています（例えば、
Amezawa et al., 2023; Umeda et al., 2024）。この
地震の震源周辺は L2S掘削のテーマとして有
力な候補と思います。
継続して提案をしていくには、研究者を育て
増やすことも大事です。ICDP本部や J-DESC
が主催する Early Carrier Researcher向けの様々
なワークショップや研修コースには旅費の補助
もあります。例えば、2025年 4月末にウィー
ンで開催される ICDPプロジェクトへの関与を
深め将来の PIへの成長などを期待する ICDP  
Early Career Researcher Workshop “The Next 
Generation”（2025/4/25-27）には、日本から 4
名の学生が参加予定です。こうしたWSやス
クールなどの情報は J-DESCや ICDP部会の
HPで随時紹介していきますので、ぜひ利用し
ていただきたいです。

https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/base-south-africa
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/base-south-africa
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/base-south-africa
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/polar-regions/antarctica/swais-2c-antarctica/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/polar-regions/antarctica/swais-2c-antarctica/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/polar-regions/antarctica/swais-2c-antarctica/
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa
https://www.icdp-online.org/projects/by-continent/africa/bvdp-south-africa
https://www.icdp-online.org/fileadmin/icdp/projects/doc/bushveld/Bushveld-EOS_final.pdf
https://www.icdp-online.org/fileadmin/icdp/projects/doc/bushveld/Bushveld-EOS_final.pdf
https://www.icdp-online.org/fileadmin/icdp/projects/doc/bushveld/Bushveld-EOS_final.pdf
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写真 1：令和 6 年能登半島地震で隆起した海岸
海岸線を縁取る白い帯（石灰藻などの白化による）が今回の地震隆起で離水した部分。石川県輪島市門前町の沖から GSJ
の大上隆史博士撮影。

引用文献：
Amezawa, Y. et al., 2023. Geophysical Research Letters, 50, e2022GL102670
地震調査研究推進本部  地震調査委員会（2024）令和 6 年能登半島地震の評価．https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2024/20240101_noto_2.pdf 
Umeda, K. et al., 2024. Geophysical Research Letters, 51, e2024GL108581

https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2024/20240101_noto_2.pdf 
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今後の IODP3 航海スケジュール

地球深部探査船「ちきゅう」（MarE3）

502

503

501

Mission Specific Platform （ESO）

航海
番号 航海名 期間 出港予定地

入港予定地

Impact of Petit-Spot Magmatism 
on Subduction Zone Seismicity 
and the Global Geochemical Cycle

New England Shelf 
Hydrogeology
(Joint IODP3/NSF Expedition)

2025
10/31~11/24
（予定）

Shiogama, Japan
Shiogama, Japan

Shiogama, Japan
Shimizu, Japan

Bridgeport, USA
Bridgeport, USA

2025
11/24~12/12
（予定）

2025
5/1~
           8/14
（予定）
最長で

Hadal Trench Tsunamigenic Slip 
History
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J-DESC からのおしらせ

1.  掘削提案に関するアドバイス

2.  KCC レガシーコアサンプリングのための学生旅費支援制度

3.  地球掘削科学に関するスクール等参加支援制度

4.  J-DESC コアスクール

J-DESC では地球掘削科学コミュニティの活動を活性化し、若手を育成す
る様々な取り組みを行っています。また、各種支援制度で学生・研究者の
みなさまをサポートします。

科学掘削の国際プログラムへ掘削提案をお考えの方向けに、提案書のドラフトへのアドバイスや、相談受付などのサポート
を行っております。まずはお気軽にご相談ください。

国際海洋科学掘削計画（IODP3）への提案サポート

国際陸上科学掘削計画（ICDP）への提案サポート

これまでの海洋科学掘削航海にて採取されたコア試料は高知コアセンター（KCC）に保管されています。会員機関に所属
する大学院生・大学生が、サンプリングのために KCCを訪問する場合の旅費を支援します。リポジトリコア再解析プログ
ラム（ReCoRD）のサンプリングパーティに参加する場合も適用されますので、是非ご活用ください。
https://j-desc.org/research_support/kccsampling/

J-DESC会員機関所属の学生や若手研究者を対象に、他団体が主催する地球掘削科学に関するスクールやセミナー等に参加
するための費用の一部を支援しています。
https://j-desc.org/research_support/schooljoin/

主に学生、若手研究者のみなさまを対象とした地球掘削科学の研究手法や計測技術を学ぶスクールです。コア解析に必要
な基礎的なスキルを習得するためのコースから、より応用的・専門的なスキルを習得するためのコースまで、さまざまなコー
スがあります。各コースの内容や開催日は J-DESCホームページでお知らせします。なお、コアスクールに参加する会員
機関の学生には旅費補助制度があります。
https://j-desc.org/outreach/core-school/

5.  会員提案型活動経費

6.  掘削船からの中継等のオンラインイベント開催ガイドライン

会員の皆様の自由な提案による地球掘削科学の推進や普及に資する企画（例えば、シンポジウムの開催や若手研究者交流
会等）への支援を行います。
https://j-desc.org/research_support/kaiin-teian/

地球掘削科学に親しみ、理解を深めていただくオンラインイベントの実施を推進するガイドラインを 2022年 10月に公開
しました。掘削航海などにご参加予定のみなさま、J-DESCと一緒に、掘削科学の魅力を伝えるオンラインイベントを実施
してみませんか？
https://j-desc.org/outreach/event-execution/

各種支援制度の新しい情報は J-DESCホームページにてお知らせします。
https://j-desc.org/

https://j-desc.org/os-drilling/iodp-flow-supports/sci-pro-jwatch/
https://j-desc.org/icdp/flow-supports/supports-detail/
https://j-desc.org/record/
https://j-desc.org/record/
https://j-desc.org/research_support/kccsampling/
https://j-desc.org/research_support/schooljoin/
https://j-desc.org/outreach/core-school/
https://j-desc.org/about_us/core-school/ 
https://j-desc.org/research_support/kaiin-teian/
https://j-desc.org/about_us/kaiin-teian/ 
https://j-desc.org/outreach/event-execution/
https://j-desc.org/event/ 
https://j-desc.org/


44

会長

益田 晴恵（大阪公立大学）

海洋掘削部会長

石橋 純一郎（神戸大学）

ICDP 部会長

藤原 治（産業技術総合研究所 地質調査総合センター）

理事

池原 実（高知大学 海洋コア国際研究所）

氏家 恒太郎（筑波大学 生命環境系地球進化科学専攻）

岡崎 裕典（九州大学 大学院理学研究院 地球惑星科学部門）

木下 正高（東京大学地震研究所）

黒田 潤一郎（東京大学大気海洋研究所）

戸丸 仁（千葉大学 大学院理学研究院 地球科学研究部門）

針金 由美子（産業技術総合研究所）

森下 知晃（金沢大学 理工研究域地球社会基盤学系）

諸野 祐樹（海洋研究開発機構 超先鋭研究開発部門）

矢部 康男（東北大学 大学院理学研究科 /学術資源研究公開センター）

山口 飛鳥 （東京大学大気海洋研究所）

監事

池原 研（産業技術総合研究所 地質調査総合センター）

小村 健太朗（防災科学技術研究所 地震津波防災研究部門）

2024-2025 年度役員
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国際委員会へのご尽力、誠にありがとうございます。

国際海洋科学掘削計画（IODP3）国際委員（2025 年 5 月現在）

〇 Science Evaluation Panel (SEP)　木下 正高（共同議長・東京大学地震研究所）
　 SEP-Science　浜橋 真理（山口大学）・針金 由美子（産業技術総合研究所）・
　 　　　　　　  松崎 賢史（東京大学大気海洋研究所）・山口 耕生（東邦大学）・
　 　　　　　　  岡﨑 裕典（九州大学）・片山 泰樹（産業技術総合研究所）・
　 　　　　　　  田中 えりか（高知大学）・星野 辰彦（海洋研究開発機構）・
　 　　　　　　  堀川 恵司（富山大学）・宮川 歩夢（産業技術総合研究所）・
　 　　　　　　  宮崎 隆（海洋研究開発機構）

     SEP-Site　白石 和也（海洋研究開発機構）・山本 由弦（神戸大学）・
　　　　　　浅田 美穂（産業技術総合研究所）・Kan-Hsi Hsiung （海洋研究開発機構）・
　　　　　　喜岡 新（東京大学）・橋本 善孝（高知大学）

〇 Safety and Environment Advisory (SEA) Group　朴 進午（東京大学大気海洋研究所）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  橋本 創 （ENEOS Xplora株式会社）

〇MSP Facility Board　島 伸和（共同議長・神戸大学）・諸野 祐樹（海洋研究開発機構）・
　　　　　　　　　　  黒田 潤一郎（東京大学大気海洋研究所）・成瀬 元（京都大学）

〇 Curation Advisory Board（CAB）　石塚 治（産業技術総合研究所）

国際陸上科学掘削計画（ICDP）国際委員（2025 年 5 月現在）

〇 Assembly of Governors (AOG)　小西 力哉（文部科学省）

〇 Executive Committee (EC)　小野 重明（海洋研究開発機構）

〇 Science Advisory Group (SAG)　山田 泰広（九州大学）

その他

〇 AGU Taira Prize Committee　横山 祐典（東京大学）

国際委員退任者（2024 年度に退任された方）

〇 Science Evaluation Panel (SEP)　 仲田 理映（東京大学地震研究所）

〇 Chikyu IODP Board（CIB）　沖野 郷子（東京大学大気海洋研究所）・
　　　　　　　　　　　　　　木下 正高（東京大学地震研究所）

科学掘削関連国際委員



46

J-DESC 賛助会員のご紹介
J-DESC は以下の賛助会員のみなさまよりご支援をいただいています。

このうち 3社より企業紹介をいただきました。

シュルンベルジェ株式会社　エスケイエンジニアリング株式会社
株式会社マリン・ワーク・ジャパン　株式会社クリステンセン・マイカイ
ハリバートン・オーバーシィズ・リミテッドリミテッド日本支社　

弊社は 1971年の設立以来、石油天然ガス
開発や地熱開発を中心に事業を拡大し技術
を磨いてきた陸上専門の掘削会社です。国
内最大級の 1625-DEをはじめ多数のリグを
保有し、大偏距井やマルチラテラル井など、
いかなる仕様の坑井作業にも対応できる体
制を整えています。今後は CCSや超臨界地
熱発電など難易度の高い坑井掘削にも果敢
に挑戦していきます。チーム SKEでダイナ
ミックでエキサイ
ティングな日々を
送りたい方からの
ご連絡をお待ちし
ています！

弊社シュルンベルジェ (SLB) は持続可能なエネルギー未来を具現化
し、バランスの取れた地球のためのエネルギーイノベーションを推
進するグローバルテクノロジーカンパニーへの転換を進めています。

急速な脱炭素化と持続可能な未来を目指しながら、成長するエネル
ギー需要に対応するという世界が直面する難題の解決を目指し、これまで培ったジオサイエンスや科
学掘削をはじめとする各分野の技術をさらに発展させ、石油・ガス業界のイノベーションと脱炭素化
を促進し、低炭素・ゼロ炭素エネルギー技術に力を入れています。

日本でも CCS/CCUS や地熱発電といった分野へのデジタル技術やコンサルティングサービスの提供
をはじめ、新エネルギー分野でも近年特に注目されている水素バリューチェーンの構築に貢献する技
術の提供などに積極的に取り組んでいます。

SLB は “For a balanced planet” を掲げ、新たなアイデンティティでみなさまと共に新しいエネルギー
の未来を切り拓いていきます。

弊社は「海を知る」「地球を知る」ための
諸活動を通じて社会に貢献することをモッ
トーとして活動しており、「ちきゅう」や高
知コアセンターなどでの業務を通じて地球
掘削科学においても支援を行っています（写
真は岩石コア処理の様子）。海洋・地球に関
連する事象に興味・関心があり、関連した
課題を解決することによって社会の発展に
貢献したいという強い思い、熱い想いを持
つ仲間を募集して
います。ホーム
ページの「採用案
内」や「お問合せ」
などから、ぜひご
連絡ください。

エスケイエンジニアリング株式会社

シュルンベルジェ株式会社（SLB）

株式会社マリン・ワーク・ジャパン
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